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真岡市教育委員会では、去る10月11日、宇都
宮大学ＨＡＮＤＳプロジェクトとの共催で、「多言
語による高校進学ガイダンス」を開催いたしました。
今回のガイダンスには、当日の申込者を合わ
せ、２０家族の参加がありました。参加者は、
小学生・中学生・既卒者で、スペイン語・ポル
トガル語・中国語・フィリピン語を母国語とし
ている方々でした。
受付において、お互いの再会を喜ばれている
方や、家族だけでなく親族も一緒に来られた方
なども見られ、ほほえましく感じられる場面も
ありました。
用意していただいた資料を基に、通訳の方か
らの高校入学に関わる説明を受けながら、真剣
な中にも和やかな雰囲気で、参加者からの質問
も交えガイダンスが進んでいきました。その後、
全体としての質疑応答を行い、最後に卒業生の
体験談発表がありました。今回の活動を通して、
皆さんこんにちは。今日私からお話しするのは、
「私が勉強を頑張ろうと思ったきっかけ」です。
私はフィリピン人の母と日本人の父のもと、日
本で生まれました。ほとんどを日本で過ごしてき
ましたが、2 歳から 4 歳の 2 年間はフィリピンで
過ごしました。ちょうど言葉をよく吸収する頃で
す。そのおかげで私はタガログ語を覚えられた
と思っています。けれどその分私は、日本にいる
子ども達よりも日本語で遅れを取ることになりま
した。
日本に帰ってきてまず苦労したのは、同じ年の
母国語で会話ができることは、参加者にとって
分かりやすく、安心してコミュニケーションを
図れる場であることを、改めて感じました。
本市での実施は今回を含めて３回目ですが、
開催ごとに申込み数と実際の参加者が増えてい
ます。それだけ、高校進学に対して熱心な家庭
が増えてきているのだと感じています。
また、学生ボランティアによる夏季集団支援
として、夏休みを利用した外国籍の小中学生を
対象とした学習支援もHANDS プロジェクトに
協力していただいています。
最後に、ご協力いただきました宇都宮大学
HANDS プロジェクトの皆様には、今回のガイ
ダンスのほか、夏休みを利用して行う外国籍の
小中学生を対象とした学習支援についてもご協
力いただくなど、何かとお世話になっており、
大変感謝しております。この場をお借りして、
お礼申し上げます。
友だちとのコミュニケーションでした。家では父が
日本語で話しかけてくるので、幸いにも日本語を聞
き取り、理解することにはすぐ慣れました。しかし
自分から日本語を話すとなると、ほとんど出来ま
せんでした。学校に入り同じ年の子と接することに
なった私は、周りと自分の違いに気づくことになり
ました。話しかけられても、うまく返せない。話に
もついていけない。私がハーフだとわかったときに
は「お前の母親は外人なんだろう、日本語ができ
ないんだろう」と馬鹿にされ、笑われました。子
供だけでなく日本人の親たちにも。言い返すことも
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